
令和 4年度_鎮西高等学校_学校評価

【 高校1学年  】部

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

①基本的生活習慣の確立

・欠席、遅刻、早退への対応

。頭髪・服装の意識づけ

②自己実現に向けた生活の充実

。学力の向上

。進路実現への意識

①

。生徒の欠席・遅刻の連絡については必ず保

護者から連絡してもらう。欠席や遅刻の連

絡がなく生徒が来ていない場合には必ず

保護者に連絡を取る。

・検査の際だけでなく、朝のHRや授業時に
声かけし、身だしなみを整える。

②

・学習意欲向上を図ることができるよう、教

科担当者と担任の連携をはかり、定期試験

毎に対策を立てて指導する。

・学年集会や面談を通して 1年生のうちから

自己の目標設定の仕方を伝える。

・進路指導部と連携をとりながら、各種説明

会、ガイダンス等へ参加し、進路実現への

意識を高める。

② B

①各担任が欠席 した家庭への連絡を徹底 して

行い、悩みや欠席の多い生徒にはSSWの カウ
ンセラーとも連携して、適宜面談・家庭訪問等

行った。また、服装や頭髪についての指導も毎

考査後確認し、必要に応じて本人・保護者と話

をしながら改善に努めたが、まだまだ改善する

余地があり次年度の課題である。

②担任と教科担任が連携を密にしながら、 2者

面談やHR活動の中で、それぞれの生徒が自分
の進路を考えることができた。また、学期末考

査の前には考査に不安感のある生徒、自主学習

したい生徒へ学習会を実施 し学力向上に努め

た。

外部で行われる進路講話、ガイダンスヘ参加を

させてもらい、生徒からも好評の元、進路への

意識を高めることができた。

①  B
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【 高校 2学年 】部
改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

① 学校生活の充実…基本的生活習慣の確立

・ 生活のリズムを整える

。 欠席 。遅刻をなくす

。 頭髪・服装を常に正す

② それぞれの生徒の進路に応じた指導の充

実

・ 授業重視…一時間一時間の授業の中
で確実に力をつけていく

。 課題提出の徹底…教科担当者と担任

の連携をはかる

。 面談の徹底…二者面談で生徒のニー
ズを確実に把握する

。 キャリア教育の充実…自分の進路を
団Rや総学の時間などで考えていく

① 高校生として落ち着いた生活を送れるよ

うにする

。生徒の欠席・遅刻の連絡については必ず

保護者から連絡してもらう。

・欠席や遅刻の連絡がなく生徒が登校して

いない場合は必ず保護者に連絡を取る。

・欠席が続くようなら家庭訪間をする。

・服装・頭髪に関しては検査の際だけでは

なく、HRや授業その他の場面で適宜指
導。注意を行う。

② 生徒が一時間一時間の授業の中で確実に

力をつけていく為に、教科担当者と担任が

連携をはかり、授業の充実に努める。

③ 大学進学を考えている生徒を集めて、放課

後学習会 (数学を中心に約 8名 )を実施し

ている。

① B ①各担任が個別に面談、遅刻指導を行い、

欠席 した生徒の家庭への連絡や必要に応

じて家庭訪間などを行い、また服装や頭

髪についての指導も適宜行つた。

落ち着いた学校生活を大半の生徒は送れ

ているが、一部の生徒に頭髪等の乱れが

あり継続 して指導中である。

②担任と教科担任が連携しながら、授業を

大事にする落ち着いた態度をとることが

できた。その結果、44名 の成績優良者を

出すことが出来た

③放課後学習会に参加している生徒は、大

学進学に向けたレベルの内容を確実に身

に付けている状況である。

② A
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【高校 3学年】部

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 言平{面 年度末総合評価・チェック事項

進路実現 ・学年集会や進路指導講話を通して、生

徒の進路実現へ向けての意識を高める。

・担任や進路指導部による二者面談や三

者面談を行い、進路実現に向けての早め

の行動を促すとともに、進路決定を確実

に進めていく。

・進路実現のための基礎学力の定着、学

力の向上に向けて、教科担当者と担任の

連携をはかり、対策を立てて指導する。

・基本的生活習慣を確立するために、遅

刻・欠席・早退について担任と家庭で連

絡を取り合い、必要に応じて家庭訪間を

行う。

・頭髪・服装に関しては進路実現のため

に自己規制を意識づける指導を工夫す

る。

・各選択教科での授業や部活動、また学

校行事を通して、他者と協働して自己と

向き合いながら、協調性や積極性、コミ

ュニケーションカを養い進路実現につな

げる。

１
ハ ・1学期当初に学年集会及び進路指導講話

を行い意識を高めるとともに、個人の目標

に応じて、具体的な対策を立てた。

・各クラス、二者面談や三者面談を行い、

生徒や保護者の希望を把握して、進路指導

部と連携しながら進路実現のために支援が

できた。

・学力試験対策、小論文指導や面接指導な

ど、担任や進路指導部の細やかな指導・助

言により、生徒に力をつけることができた。

・頭髪・服装については、進路実現のため

に、その必要性を理解して自己規制ができ

るように、家庭の協力を得ながら担任指

導・学年指導を継続した。

・各選択教科での授業や部活動、また学校

行事を通して自分自身と深く向き合い、内

面的成長を遂げることができた。
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【教務部】部

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 言平イ面 年度末総合評価・チェック事項

① コロナ禍における生徒の学力保証のため

の授業時間数の確保と生徒の学力充実を

図るための指導

② l年生から導入される教育課程の導入

③ コロナ禍に対応した規定の対応,その他

の教務部に関わる情報等の全職員への周

知徹底

④ 他部署との連携,情報共有

① 定期考査・学期ごとの休み明けテス
トの指導を学年ごとに行わせた。

②  教育課程の導入に対する観点別評価
の検討

③ コロナ禍に対応した教務規定等の臨時的

措置及び対応,その他の教務部に関わる

情報等の全職員への周知徹底を図つた。

④  学校行事等においては総務、定期考
査等においては各学年との連携と情

報共有を図った。また、入試問題作成

では各教科と連携と支援を得られた。

B

A

B

① 現在の業務の見直しとともに次年度も

実施することで,円滑な授業実施が見込

める。

② 教務部よりの各部署・全職員への情報

提供は昨年よりできたが、新課程を検討す

るための教育課程委員会、教科主任会等を

開くことができなかった。次年度は新課程

のための教育課程委員会、教科主任会の機

会を増やし、検討する機会を増やしていき

たい。

③ 各学年、事務局や総務部との連携は実現

できた。突発的な変更事項も対応困難な場

合も多々あったが、学年部、総務部の協力

を得て対処することができた。
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【 総務 】部

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価 ロチェック事項

少数人数 (3人 )での総務全員が 1つ 1

つの分掌課題に対してやつていかなけれ

ばならないが、一部の職員に仕事が集中

している。とにかく人数が足りなくて、

昨年度は 7人態勢で総務の仕事を行つて

いたが本年度は 3人。担任と授業時数の

関係で仕事が遅れた。

総務としては、ここを改善しなければな

らない大きな課題である。

(1)職員全体で共有して、総務の仕事
量の多さをりかいしてもらい、皆で支え

あえるように仕事を分散する。3人では

無理な状況である。

(2)学年諸費の徴収、支払いは事務局
で行ってもらいたい。

(3)鎮西通信、育誠会だよりを発行 し
て共通の認識を深める。

A

B

A

3人で精一杯頑張つた。コロナ禍の中で体

育大会だけ中止で、その他の学校行事は全

て行われ、生徒たちにも感謝 している。

総務主任が通帳を作りお金の入金、支払い

を行うが、毎年主任が変われば銀行に毎年

印鑑登録が必要となる。それよりも、事務

局で一括して代表の印鑑があればスムーズ

に活用が行われるのではないかと思われ

る。

鎮西通信、育誠会だより、学校要覧、四恩

も発行できた。
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【 進路指導 】部

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価 ロチェック事項

1.職業観の育成・進路目標設定

(生徒の社会的自立に向けて、高校生

として必要な基礎となる能力や態度

を育てる)

2.受験対応学力向上を目標とし、必要に

応じて情報を提供し、指導・支援に全

職員で臨む。

3.受験生の進路実現に向け、全職員で指

導・支援にあたる。

1.特に各学年部・教務部と連携し、学校全体で進路

意識の高揚をはかり、進路目標を設定させる。

各クラスにおいて進路希望調査・面談などを実施

し、生徒一人ひとりの進路希望を把握する。

ハローワークや公務員関連専門学校との連携を

強化し、講話や課外授業を実施する。

2.生徒に対して、学校案内・会社案内・求人票など。

必要に応じた情報を提供する。

また。進路指導部所属職員による進学・就職相談

を実施する。

3.受験生に対しては、以下の手だてを講じる。

校内模試・対外模試・添削指導 (強化学習・小論

文・願書などに係る提出書類)・ 日常的な礼法マ

ナー教育・面接指導など。

B

A

B

1.3学年については担任の移動はあつたものの、新学

期当初より進路に向けての指導ができた。また専門

学校との連携で放課後公務員課外をすることができ

たが、来年度は更に強化をはかりたい。

1・ 2学年においては、お仕事体験フェア・外部講

師による就職講話 口進路ガイダンスなどを実施し、

進路意識を持たせることができた。来年度も継続し

て取り組みたい。

2.3学年については、進路意識が高く、進路指導室の

利用、オープンスクールなどへ積極的に参加し、情

報収集を行っていた。

求人票については、本年度よりWEBで の開覧がで
きる制度を導入し、家庭内で保護者と一緒に各会社

の情報を得られるようにした。

進路指導室では、放課後に自主的に学習に取り組む

生徒が増え、合わせて学習指導をすることもできた。

3.3学年に対しては適切な指導はでき、希望者に対し

ては 100%近 くの進路実績を残すことができたが、基

礎学力のさらなる向上にむけてよリー層の指導強化

が必要である。
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【生徒指導 】部
改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

1.品性ある身だしなみやマナーを心得

た生徒を育成する

2.携帯電話やスマー トフォンを授業に

関係 しないときに校内で使用させな

い指導の徹底

3.い じめ防止

教育活動 (授業・HR・ 部活動等)に お

いて、指導開始時に服装指導を徹底す

るとともに心の込もった挨拶、礼ので

きる生徒を育てる。

2.携帯チェックシー トを導入後、校内で

授業に関係ないときに使用するケー

スは減少 した為、学年と常日頃から連

携し、トラブルになる具体的な事案を

伝え校内で使用 しないように呼びか

ける。

3.い じめ問題は、早期発見や早期解決、

未然防止に向けて、チームで対応する

ことが大事になる。アンケー トや聴き

取 りによりいじめの早期発見に努め

るとともに、日常的に担任、学年、関

係職員間で情報の共有化を図る。

Ｄ
υ

ρ
）

Ｄ
Ｄ

1.日 常的に男女共に違反者が多く散見された為、全職員

で違反者に対する個別指導を実施した。毎朝の HRでの担

任からの指導も今後も徹底していきたい。一方で、服装・

頭髪検査での違反者減少傾向にあつた。

2.昨年度授業中の携帯電話やスマー トフォンの使用での

違反者は 57人であつたが、今年度は77人 と増加した。次

年度は、チェックシー ト自体を見直していきたいと考え

る。また、担任、学年とも連携を図り指導をしていきたい。

3.い じめ問題は生徒の変化を感じ、早期発見・早期対応

が重要になる。全職員でいじめは絶対に許させれないとい

う姿勢を常日頃より、生徒に伝えていく必要がある。今年

度は、いじめアンケー トの実施により早期に気になる事案

を個別面談で対応することができた。



改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 言平1面 年度末総合評価・チェック事項

①「令和 5年度入学生生徒募集について早期に

方向性を固める」

②「各種説明会・体験会等開催について周知を

図る」

③「オープンスクールや学校説明会、授業体験

会の内容の充実を図り、集客を高める」

④「Web出願・合格発表について (2年目)

Web出願の利便性や汎用性を利用する。」

⑤志願者数・入学者数の増加

(選択科目制 6年目)

選択科目授業内容を充実させる。

①・早期 (4月 中)に入試大綱の決定。募集部とし

て年間計画を立て、職員会議をもって全職員に

周知する。

②・学校案内やホームページヘの掲載、SNS等を活

用する。

・複数の職員がホームページのサイト運営に携わ

り、リアルタイムに更新ができるようにする。

③・「今の鎮西を見てもらおう」というテーマで各選

択科目の生徒が中心となり、学習の成果を発表し

た。

・タイムテーブルや内容の告知をする。

・コロナ対策としてライブ配信を行つた。

・職員にオープンスクール事後アンケー トをとる。

・オープンスクールで授業体験会のアナウンス、参

加者を募る。

⑤個性を伸ばす教育内容の充実、地域社会への貢献、

学校行事の充実、生徒や保護者、地域から信頼される

学校になるように学校全体で努力する。

④・各種説明会の参加者と入学者との照合をする。 ④ A

① C

② B

③ 8

⑤ B

①年度当初に年間計画を立てたが、実動するまで

の時間がかかり過ぎてしまった。部会で内容につ

いて、十分に検討する必要はあるが、職員全体ヘ

の周知は運営委員会、職員会議のみで良い。

②学校案内や各種メディアを利用しての開催告

知は随時できたが、ホームページの更新について

はリアルタイムでできておらず効果的に活用で

きたとは言えない。発信力が足りなかった。

③熊本県立劇場演劇ホールで開催した。昨年度よ

りも約 2.5倍の来場者数だった。保護者同伴の

中学生がほとんどで、駐車場を利用できるのは良

かった。反省点は概要説明の中で新設された「進

学・就職科目」についてと施設環境の説明が不十

分だったこと。また、開催時期が県中体連と重な

ったため「スポーツ科目」の生徒はほとんどおら

ず「ダンス科目」や「グラフィックデザイン科目」

に集中してしまったことだ。しかし終演後に授業

体験会 (ダンス)の申込みは殺到し、体験会参加

を経て出願に繋がったことは臨場感ある演技を

実際に観覧したことが影響していると推察でき

る。

今年度はオープンスクールだけでなく学校説明

会、校外における入試説明会の参加者および来場

者数が大幅に増加した。

④出願について、受験生や中学校からの問い合わ

せはほとんどなく、募集要項に記載した内容で充

足していた。

⑤受験者数に対する入学者数の率は昨年度とほ

ぼ変わらなかったが入学者数は増加した。

令和4年度_鎮西高等学校_学校評価

【生徒募集】部

|
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【 保健体育 】部
改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価 ロチェック事項

① コロナ禍における授業の実施

② 体育大会の延期から中止

③ 学校生活においての感染拡大防止

④ スポーツテストの実施

⑤ 強歩会の実施

⑥ 令和5年度へ向けて

校内・クラスの感染数を完全に把握

更衣室の設定、十分な広さを確保

4月 時の体育大会を感染拡大に延期

9月 に設定したが、校内外の感染拡大中止

主幹、保健室との連携をとる

6月の 4週目に実施。様々な感染防止策。

12月 に屋外施設を利用して実施

用具の確保 (鎮西真和共用 )

水泳のスター ト

教科会
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更衣の時間を十分に取り、密にならないように指

示を徹底した。

熊本県市内の行動制限、様々な感染状況を勘案 し

総合的に判断。

消毒剤を教室、各施設に設置。非接触型の体温計

を各クラス、部活動に配布。

様々な感染防止策を講じて実施 したが結果的に

クラスターを出した。 3年ぶりの学校行事。

3年ぶりの開催であり、コースチエックが不十分

であつた。

学期に 1度のスポーツ大会の実施

選択授業の導入

教科会の定期実施
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【  事務  】部
改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 言平1面 年度末総合評価・チェック事項

①校納金の受納事務を的確に行い滞納等

がないようにする。

②就学支援金、授業料減免等経済的に支

援する制度については速やかな事務処理

を行う。

③各教室プロジェクター設置

④WiFi環境整備

⑤教室内外環境整備

⑥教室不足の解消

①毎月、滞納者リストアップ。滞納者ヘ

の督促及び担任、学年主任への督促依頼

②就学支援金については全員が申請する

よう (も しくは辞退の意思表示)、 授業料

減免については希望者がもれなく申請す

るよう周知。

③ IC丁教育推進のため国庫補助金を活

用。

④ ICT教育推進のため県補助金を活
用。

⑤改修等必要箇所のリストアップ。

優先順位をつけヒアリング。

⑥新校舎工事委員会を作り工事計画を実

施。情報教室不足解消のため代替教室の

確保。
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①除籍者 1名 を除き年度末時点での滞納者

はない。

②保護者への文書やメールにより周知でき

た。

③各教室にプロジェクター設置することが

できた。。

④全館WiFi環境を整備することができた。

⑤未改修の 1教室について夏休み中に廊下

側壁サッシエ事と床の張替えをすることが

できた。

⑥年度末までに校舎を完成することができ

た。旧鎮西中学校の教室を情報教室へ改修

することにより2教室確保できた。


